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としての『詳説世界史研究』執筆陣と重なる橋場弦以
下、 9 名の現役の歴史研究者を監修として置いている。
　学研ＮＥＷ版もまた、フルカラー図版、人気画風の作

画者に作画を依頼、教科書準拠、監修者のステータス

を備えている。〔集英社漫画版世界の歴史  2009＝
2019〕は文庫版にもなっている（資料《学習マンガ世界
の歴史シリーズ》参照）。

３．歴史学習マンガ

しかしながら、商業マンガ一般と異なり、学習マンガ

の歴史物・伝記物が、マンガ作品としてマーケットで流

通しているわけではない。学習マンガはしばしば書店の

学習参考書棚、あるいは叢書・全集のコーナーにおかれ、

売上や人気のレースで一般漫画と上位を競うことはほぼ

ない。また作者の画風、物語の内容についてマス・メデ

ィアや専門学術界でも話題を喚起することも乏しかった

ように思われる。

マンガジャンルにおける歴史マンガの位置づけは、学

習漫画の日本史においても同じであるが、日本史シリー

ズのほうの事情はやや明るい。近年までに教科書をわか

りやすく学習するに教材として広く認知され、受験対策

での意義が認められたためである。主人公が受験対策に

日本史学習漫画を愛読する姿が『映画  ビリギャル』（監
督  土井裕泰 2015、原作坪田信貴）において演出される
などした。日本史企画は参加出版社数もおく、シリーズ

の再版や新発行のペースも世界史版に比べて早い。これ

は自国文化を取り上げるという強みもあるが、現役著名

マンガ家たちが、個人で日本史（石ノ森章太郎『マンガ

日本の歴史』や水木しげる『コミック昭和史』）や、日

本古典についての執筆を手掛けるなど、学習に使えるマ

ンガが充実を見せることも支えになってきたといえよ

う。学習マンガ日本史については、監修者や編者のコメ

ント〔永田喜嗣 2017、鍋田吉郎 2017、小泉隆義 2017〕
が発表されたり、専門分野（日本考古学）知見からの丁

寧な批評がなされたが〔櫻井準也 2019〕、世界史企画に
おいては見当たらない。

これは世界史分野がカバーすべき分野のスケールが

大きすぎ、紙幅の都合からもマンガにふさわしく物語を

切り出すことが困難ということが大きいと思われる。い

きおい教科書の叙述を挿画でサポートする形にとどまっ
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資 料  
 
《学習マンガ日本の歴史シリーズ》  
・『学習漫画  日本の歴史』集英社、全 18 巻、1967 年  
・『小学館版学習まんが  少年少女日本の歴史』全 22 巻、1981 年  
・『集英社版学習漫画  日本の歴史』全 18 巻  1982 年  
・『学研まんが日本の歴史』全 16 巻  1982 年  
・『まんが日本の歴史』大月書店  全 12 巻  1987 年  
・『集英社版学習漫画  日本の歴史』全 22 巻  1998 年  
・『小学館版学習まんが  少年少女日本の歴史』全 23 巻 2008 年  
・『学研まんが NEW 日本の歴史』学研教育出版  全 12 巻  2012 年  
・『小学館版学習まんが  はじめての日本の歴史』小学館、全 15 巻  
2015 年  
・『角川まんが学習シリーズ  日本の歴史』KADOKAWA 全 15 巻  
2015 年  
・『集英社版学習まんが  日本の歴史』集英社  全 20 巻  2016 年  
・『歴史漫画タイムワープシリーズ』朝日新聞出版、全 15 巻 2017 年  

     
〔櫻井準也 2019〕による  

 
《学習マンガ世界の歴史シリーズ》  
• 『 中 公 コ ミ ッ ク ス  世 界 の 歴 史 』 中 央 公 論 社 、 全 1 5 巻  1 9 8 4 年 （ 手

塚 治 虫 監 修 、 樺 山 紘 一 編 集 参 与 、  い し は ら 俊 ・ 手 塚 プ ロ ダ ク シ ョ ン

ほ か 画 ）  
• 『 集 英 社 版 学 習 漫 画  世 界 の 歴 史 』 全 1 6 巻 、 1 9 8 6 年 （ 木 村 尚 三 郎

監 修 、 久 松 文 雄 ・ 古 城 武 司  画 ）  
• 『 学 研 ま ん が  世 界 の 歴 史 』 学 習 研 究 社 、 全 1 5 巻 、 2 0 0 3 年 （ 長 澤 正

俊 監 修 、 柳 川 正 実 指 導 、 ム ロ タ ニ ツ ネ 象 画 ）   
• 『 漫 画 版 世 界 の 歴 史 』 集 英 社 、 全 2 0 巻 、 2 0 0 9 年 （ ＝ 文 庫 版  全 1 0
巻  2 0 1 9 年 ） （ 本 村 凌 二 ・ 平 勢 隆 郎  ・ 後 藤 明 ・ 河 原 温 ・ 鈴 木 恒 之 ・ 斯

波 義 信 ・ 近 藤 和 彦 ・ 遠 藤 泰 生 ・ 並 木 頼 寿 ・ 石 井 規 衛 ・ 柴 宜 弘 ・ 相 良 匡

俊 監 修 、 茶 留 た か ふ み 他 画 ）  
• 『 学 研 ま ん が N E W  世 界 の 歴 史 』 学 研 プ ラ ス 、 全 1 2 巻 、 2 0 1 6 年

（ 近 藤 二 郎 監 修 、 加 藤 広 史 他 画 ）  
• 『 小 学 館 版 学 習 漫 画  世 界 の 歴 史 』 小 学 館 、 全 1 7 巻 、 2 0 1 8 年 （ 山

川 出 版 社  編 集 協 力 、 橋 場 弦 ・ 南 川 高 志 ・ 小 松 久 男 ・ 青 木 康 ・ 小 田 中

直 樹 ・ 渡 辺 賢 一 郎 ・ 岸 本 美 緒 ・ 池 田 嘉 郎 ・ 木 村 靖 二  監 修 、 新 井 淳 也

他 画 ）  
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《 西 洋 前 近 代 史 （ 古 代 ～ 近 世 ） マ ン ガ 》  
・ 青 池 保 子 史 劇 『 ア ル カ サ ル - 王 城 - 』 、 『 修 道 士 フ ァ ル コ 』 、 『 ケ ル ン 市

警 オ ド 』 （ な お 『 エ ロ イ カ よ り 愛 を こ め て 』 に は ト ル コ ゲ ミ レ ル 島 発 掘 調

査 団 （ 浅 野 和 生 ） 発 見 の 装 飾 モ ザ イ ク が 登 場 す る 。 浅 野  和 生 『 サ ン

タ ク ロ ー ス の 島― 地 中 海 岸 ビ ザ ン テ ィ ン 遺 跡 発 掘 記 』 東 信 堂 2 0 0 6 年

を 参 照 ）  
・ 池 田 理 代 子 史 劇 （ 『 ベ ル サ イ ユ の ば ら 』 （ フ ラ ン ス 革 命 ） 、 『 栄 光 の ナ

ポ レ オ ン - エ ロ イ カ （ 皇 帝 ナ ポ レ オ ン ） 』 （ 近 世 フ ラ ン ス ） 、 『 女 王 エ リ ザ

ベ ス （ 宮 本 え り か と 共 著 ） 』 （ 近 世 イ ン グ ラ ン ド ） 、 『 天 の 涯 ま で 』 （ 近 世

ポ ー ラ ン ド ） 、 『 女 帝 エ カ テ リ ー ナ （ ア ン リ ・ ト ロ ワ イ ヤ 原 作 ） 』 （ 近 世 ロ シ

ア ）  
・ 磯 見 仁 月 『 傾 国 の 仕 立 て 屋 ロ ー ズ ・ ベ ル タ ン 』 （ フ ラ ン ス 革 命 ）  
・ 岩 明 均 『 ヘ ウ レ ー カ 』 （ 西 洋 古 代 ギ リ シ ャ ）   
・ 犬 童 千 絵 『 碧 い ホ ル ス の 瞳 - 男 装 の 女 王 の 物 語 』  
・ 大 西 巷 一 『 乙 女 戦 争 デ ィ ー ヴ チ ー ・ ヴ ァ ー ル カ 』 （ フ ス 戦 争 ）  
・ 大 久 保 圭 『 ア ル テ 』 （ ル ネ サ ン ス 絵 画 ）   
・ カ ガ ノ ミ ハ チ 『 ア ド ・ ア ス ト ラ - ス キ ピ オ と ハ ン ニ バ ル 』 （ ポ エ ニ 戦 争 ） 、  
・ 菅 野 文 『 薔 薇 王 の 葬 列 』 （ シ ェ イ ク ス ピ ア 史 劇 ）   
・ 久 慈 光 久 『 狼 の 口 ヴ ォ ル フ ス ム ン ト 』 （ 中 世 傭 兵 ）  
・ 坂 本 眞 一 『 イ ノ サ ン 』 （ フ ラ ン ス 革 命 ）   
・ 篠 原 千 絵 『 夢 の 雫 ・ 黄 金 の 鳥 籠 』 （ ヒ ュ ッ レ ム ） 、  

『 天 は 赤 い 河 の ほ と り 』 （ 古 代 ア ナ ト リ ア ）   
・ 惣 領 冬 実 『 マ リ ー ア ン ト ワ ネ ッ ト 』   
・ 竹 良 実 『 辺 獄 の シ ュ ヴ ェ ス タ 』 （ 西 欧 修 道 院 ）   
・ 萩 尾 望 都 『 王 妃 マ ル ゴ 』 （ 近 世 フ ラ ン ス ）   
・ ハ ロ ル ド 作 石 『 7 人 の シ ェ イ ク ス ピ ア 』  
・ 日 之 本 あ か め 『 エ ー ゲ 海 を 渡 る 花 た ち 』  
・ 古 屋 兎 丸 『 イ ン ノ サ ン 少 年 十 字 軍 』 （ 中 世 十 字 軍 ） ・ 真 刈  信 二 原 作  

D o u b l e - S 『 イ サ ッ ク 』 （ 西 欧 近 世 3 0 年 戦 争 ）  
・ 山 岸 涼 子 『 レ ベ レ ー シ ョ ン 』 （ ジ ャ ン ヌ ダ ル ク ）  
・ 技 来 静 也 『 拳 闘 暗 黒 伝 セ ス タ ス 』 ・ 『 拳 奴 死 闘 伝 セ ス タ ス 』 （ ロ ー マ ）
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【 文 献 目 録 】  
 
・ 伊 藤 剛 『 テ ヅ カ ・ イ ズ ・ デ ッ ド  ひ ら か れ た マ ン ガ 表 現 論 へ 』 星 海 社

2 0 1 4 （ ＝ N T T 出 版 2 0 0 5 ） 年  
・ 伊 藤 遊 「 学 習 マ ン ガ 」 キ ャ ラ ク タ ー 研 究 序 説 ― 教 育 ・ リ ア リ テ ィ ー ―
『 国 際 漫 画 研 究 ３ ： 日 韓 漫 画 研 究 』 京 都 精 華 大 学 国 際 漫 画 研 究 セ ン

タ ー 、 2 0 1 3 年 、 2 0 1 － 2 2 6 頁  
・ イ ト ウ ユ ウ ・ 山 中 千 恵 「 政 治 ― 「 伝 記 学 習 マ ン ガ 」 を 形 作 る も の 」 山 田

奨 治 編 『 マ ン ガ ・ ア ニ メ で 論 文 ・ レ ポ ー ト を 書 く  「 好 き 」 を 学 問 に す る

方 法 』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 2 0 1 7 年 8 5 － 1 0 8 頁  
・ 岩 明 均 『 ヒ ス ト リ エ  （ H i s t o r i e ）  』 講 談 社 （ 既 1 1 巻 ： 2 0 0 3 . 1 - ）  
・ 大 窪 晶 与 『 ヴ ラ ド ・ ド ラ ク ラ  （ V l a d  D r ă c u l e a ） 』 株 式 会 社

K A D O K A W A （ 既 ３ 巻 ： 2 0 2 0 . 2 - ）  
・ 大 谷 哲 「 「 歴 史 」 の 眼 で 「 見 つ け る 」 こ と ― 『 ヘ ウ レ ー カ 』 と 『 ヒ ス ト リ

エ 』 」 『 ユ リ イ カ 』 2 0 1 5 年 1 月 臨 時 増 刊 号  特 集 ＊ 岩 明 均 、 青 土 社  
・ 小 泉 隆 義 「 マ ン ガ と 時 代 考 証 ― 学 習 漫 画 を 中 心 と し て ― 」 大 石 学 ・

時 代 考 証 学 会 編 『 時 代 劇 メ デ ィ ア が 語 る 歴 史 ― 表 象 と リ ア リ ズ ム ― 』

岩 田 書 院 2 0 1 7 年 3 9 － 5 8 頁  
・ 櫻 井 準 也 「 学 習 漫 画 と 考 古 学 」 尚 美 学 園 大 学 総 合 政 策 論 集 2 8
（ 2 0 1 9 年 ） 1 ‐ 3 6 頁  
・ 『 詳 説 世 界 史 B 』 ・ 『 詳 説 世 界 史 研 究 』 木 村 ・ 小 松 ・ 岸 本 編  山 川 出

版 社 2 0 1 7 年  
・ 惣 領 冬 実 『 チ ェ ー ザ レ  破 壊 の 創 造 者 』 原 基 晶 （ 監 修 ） 講 談 社 （ 既

1 1 巻 ： 2 0 0 5 ‐ ）  
・ 陳 曦 子 「 日 本 に お け る 三 国 志 マ ン ガ の 翻 案 過 程 ― そ の 創 作 概 況 か

ら 作 品 分 析 ま で ― 」 『 ビ ラ ン ジ 』 3 0 号 （ 2 0 1 2 年 ） 4 － 2 4 頁  
・ 永 田 喜 嗣 「 学 習 ま ん が に お け る 十 五 年 戦 争 ～ 戦 争 加 害 の 視 角 的 表

象 ～ 」 『 季 刊  中 帰 連 』 6 2 号 （ 2 0 1 7 年 ） 5 6 - 6 7 頁  
・ 中 野 晴 行  編 『 漫 画 家 た ち が 描 い た 日 本 の 歴 史 』 全 6 巻  金 の 星 社  
・ 鍋 田 吉 郎 「 （ イ ン タ ビ ュ ー ： 漫 画 原 作 者 ） 集 英 社 9 0 周 年 記 念 企 画

『 学 習 ま ん が 日 本 の 歴 史 』 全 2 0 巻 」 『 青 春 と 読 書 』 2 0 1 7 年 8 月 号 、

3 8 ‐ 4 2 頁  
・ 萩 尾 望 都 『 私 の 少 女 マ ン ガ 講 義 』 新 潮 社 2 0 1 5 年  
・ 宮 本 大 人 「 漫 画 に お い て キ ャ ラ ク タ ー が 「 立 つ 」 と は ど う い う こ と か

（ 特 集 ： キ ャ ラ ク タ ー を 読 む ） 」 『 日 本 児 童 文 学 』 4 9 （ ２ ） 2 0 0 3 年 、 4 6 －

5 2 頁  
・ ヤ マ ザ キ マ リ 、 と り ・ み き 『 プ リ ニ ウ ス  （ P l i n i u s ） 』 新 潮 社 （ 既 9 巻 ：

2 0 1 4 . 1 - ）  
・ 幸 村 誠 「 （ 公 開 講 演 会 ） 漫 画 で つ な ぐ 、 中 世 北 欧 と 現 代 日 本 」 『 史

苑 』 2 0 1 8 年 、 4 3 ‐ 6 2 頁  
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・幸村誠『ヴィンランド・サガ  （V i n l a n d  S a g a ） 』講談社（既 2 2 巻：
2 0 0 5 . 4 ‐ ）  
・渡辺賢一郎「少女マンガの表現技法と歴史叙述としてのマンガ」岡

本充弘・鹿島徹・長谷川貴彦・渡辺賢一郎編『歴史を射つ―言語論

的転回・文化史パブリックヒストリー・ナショナリヒストリー― 』お茶の水

書房 2 0 1 5 年 3 1 6－ 3 3 7 頁  
・E r i c  S t i m s o n , " 1 2  T h i n g s  Y o u  C a n  L e a r n  A b o u t  W o r l d  
H i s t o r y  F r o m  M a n g a ,  A n d  M o r e "  p o s t e d  o n  2 0 1 4 - 0 1 - 3 1  
1 7 : 3 0  E S T  （A n i m e n e w s n e t w o r k サイト内）  
 
 
 
※本報告の作成には、大阪市立大学 2 0 1 9 年度戦略的研究
S T E P - U P （基盤 B ）の研究助成を受けた。  



2019年度・「文学研究科プロジェクト」成果報告書 

「文学研究・文化研究の方法とグローバル展開を探る」 

       

 

【論文】 
慶滋為政の和歌序 ―摂関期の和歌序の特質―  

山本 真由子 (1) 

 

『今鏡』と『大鏡』の皇妃描写 ―「帝王の寵妃」という人物描写について― 

  小笠原 愛子 (15) 

 
The Reception of ‘A Fairy’ in Modern Japanese Literature:  
‘Changelings’ from Irish fairy folklore in Hiroko Katayama’s Works 

NAGAI Izumi 左(1) 

 
【研究報告】 
世界史叙述メディアの新地平 ―学習歴史漫画を超えて―    

草生 久嗣 左(7) 

 

ドレフュス事件から見る「ユダヤ」と「文学」      

鈴木 重周 左(19) 

 

西部劇イメージを利用したポピュラー音楽の戦争を経た翻訳 

永冨 真梨 左(25) 

 

外国人旅行者の意識からとらえた中崎町のイメージ形成         

嵜本 圭子 左(31) 

 

文学研究から文化研究へ ―「文化構想学」科における教育・研究へ向けて― 

堀 まどか  左(41) 

 

研究会報告                                       (ⅰ) 

執筆者プロフィール                                   (ⅵ) 

 

大阪市立大学大学院文学研究科・都市文化研究センター（UCRC） 
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